












Fast MR Imaging and Ultrafast MR Imaging of Fetal Central 
Nervous Sγstem Abnormalities 
(胎児中枢神経系疾患に対するfastMRIとultrafastMRIの有用性につい
ての研究)

























fast MHl)を用いることにより、胎児のMR診断が可能となったのさらに最近では l枚のT2強調像が約 l










(p<O.OOOl， Mann-Whitncy U test) 0 43例中26例は超音波診断、:¥.1IU診断は出生後診断と一致していた。
13例中10例ではMI-Uで超音波所見に加える新たな所見あるいは異なる所見が得られ、:VIR所見は出生後の
診断と一致していた。
これらの結架から、 超音波にて妊娠後期の胎児に中枢神経系の異常が疑われた際、MRIとりわけ
HASTE法は異常の詳細な評価あるいは診断の確定に有用であると考えられた。
以上の研究結果は、MRIとりわけHASTE法が妊娠後期の胎児の巾拡神経系の異常の診断に有用であるこ
とを示した研究であることを示した研究である。よって本論文は博士(医学)の学位を授与するに備する
ものと判定された。
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